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                                                  2025 年 10 月 10 日 

一般社団法人クロスユ－ 
三井不動産株式会社 

 

欧州・北米・アジアから海外団体が新たに参画。国内大手企業×宇宙スタートアップの共創も加速 

宇宙ビジネスの最前線が日本橋に集結するアジア最大級の宇宙ビジネスイベント 

「NIHONBASHI SPACE WEEK 2025」開催 
＜開催期間：10 月 28 日(火)～10 月 31 日（金）＞  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一般社団法人クロスユー（東京都中央区、理事長 中須賀真一 東京大学大学院工学系研究科 教授 /以下、「クロスユ－」）と 

三井不動産株式会社（本社:東京都中央区、代表取締役社長:植田俊/以下、「三井不動産」）は、2025 年10 月28 日（火）から

10 月 31 日（金）まで、国内外の宇宙プレイヤーが一堂に集結するアジア最大級の宇宙ビジネスイベント「NIHONBASHI 

SPACE WEEK 2025（以下、「本イベント」）」を日本橋エリアにて開催いたします。 

5 回目の開催となる今年は、国内外から 100 超える企業・団体が参画、期間中には宇宙関連イベントが 30 以上開催され

るなど、アジア最大級の宇宙ビジネスイベントとして規模を拡大するとともに、欧州・北米・アジアから20団体以上が参画、参加

国数は 10 か国を超えるなど、国際共創もさらに加速しています。本イベントを通し、最新の宇宙ビジネス動向に触れる機会や

産官学のキープレイヤーとの交流機会を創出することで、宇宙ビジネスにおける新たな共創を促進し、日本橋から世界の宇宙

産業を活性化することを目指します。 

 世界経済フォーラムが 2024 年に発表した最新のレポートによると、宇宙ビジネスの市場規模は 2035 年には 1 兆 8000 億ドル

（約 280 兆円）まで成長すると予測されています。日本でも、10 年で総額 1 兆円規模の「宇宙戦略基金※」をはじめとする支援制

度が本格稼働し、スタートアップから非宇宙分野の大手、中小企業の異業種プレイヤーの新規参入が現実的な選択肢となりつつ

あります。また、大手非宇宙企業と宇宙スタートアップの協業が加速するなど、日本の宇宙産業は急速に拡大を続けています。 

今年1月には、クロスユーおよび三井不動産が運営する日本橋の宇宙ビジネス拠点を拡張し、JAXAが「宇宙戦略基金」に関わ

る業務を開始するなど、日本橋は官民の宇宙関連プレイヤーが集う拠点としての存在感を強めています。今後も日本橋を拠点に

官民連携を促進し、宇宙関連産業のさらなる発展に貢献してまいります。 

※ 「宇宙戦略基金」について（内閣府資料より抜粋） 

JAXA10年間の「宇宙戦略基金」を設置（最大１兆円規模）し、民間企業・大学等による複数年度にわたる宇宙分野の先端技術開発や技術実証、商業

化を支援する （内閣府資料：https://www8.cao.go.jp/space/comittee/dai108/siryou3.pdf） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 5 回目の開催となるアジア最大級の宇宙ビジネスイベント「NIHONBASHI SPACE WEEK 2025」が、宇宙産業を牽引
する産官学の企業・団体の集積が進む日本橋エリアで開催 

■ 今年は欧州宇宙機関（ESA）をはじめとした欧州・北米・アジアの官民宇宙団体に加え、北米や欧州の宇宙スタート
アップ企業も新たに参画。国内外 100 以上の企業・団体が参加、30 以上のイベントを開催 

■ 最新の宇宙ビジネス動向の入手やキープレイヤーとの交流の機会創出により、国際的な宇宙ビジネス共創の活性
化を促進 

本イベントの概要 
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開催期間中は、60 を超える宇宙ビジネス団体が出展する展示会「EXHIBITION」をはじめ、多彩なビジネスカンファレンス等を開

催し、宇宙ビジネスの最前線が日本橋に集結します。4 日間で 30 以上の宇宙関連イベントを開催し、日本橋エリア各所にて宇宙ビ

ジネスのキープレイヤー達による交流会等も実施予定です。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※プログラム内容及び出展社情報等は現時点での予定であり、今後変更となる可能性がございます。 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

開催コンテンツ詳細 

【国内参画団体】 

【海外参画団体】 

...and more 
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国内外の宇宙関連団体・企業が一堂に会し、宇宙ビジネスの最前線が集結する展示会。海外宇宙機関やスタートアップ企
業、自治体、アカデミア、新たに宇宙ビジネスに参画した企業など 60 を超える宇宙ビジネス団体が出展。 

日 時：2025 年 10 月 28 日（火）～30 日（木） 

28 日、29 日：9:30～17:30 30 日：9:30～17:00  
※28 日はメディア向け内覧会開催のため、一般公開は 13:00～17:30 

会 場：日本橋三井ホール（日本橋室町 2-2-1 COREDO 室町 1 5 階） 

参 加 費：無料（要事前登録） 

申 し込 み：https://crossu.smktg.jp/public/seminar/view/1123/ 
出展社一覧：https://www.crossu.org/spaceweek/exhibition/ 

 

① 宇宙産業での取り組みが加速する大手企業が出展。大手企業×スタートアップの共創が増加！ 
航空会社や通信事業者大手、旅行会社など非宇宙分野の大手企業・異業種企業も多数出展。日本旅行は将来宇宙輸

送とともに宇宙旅行の実現に向けた事業を推進し、JAL は岩谷技研と連携して成層圏バルーンによる宇宙旅行実現に挑

戦するなど、大手企業と宇宙関連のスタートアップとの共創が進み、国内の宇宙ビジネスが加速しています。 

 

 
【主な企業の動向】 

 

② 世界からも注目を集める日本のスタートアップ企業が多数出展 
今年 1 月に商用月面輸送の実現に向けて引き続き月面探査に挑戦した ispace や、8 月に上場し次世代型地球観測衛

星 GRUS-3 を来年打ち上げ予定のアクセルスペースなど、世界からも注目を集めるスタートアップが多数出展します。 

 

 

 

【主な企業の動向】 

NTT ドコモビジネス株式会社 

非地上系ネットワークで切り拓く次世代通信インフラ 

通信インフラの知見を活かし、低軌道衛星や HAPS など非地上系ネットワーク（NTN）の活用で新た

なエリア構築に挑戦しています。基地局では届きにくい山間部や離島、災害時にもつながる安心・

安全な通信環境を実現し、次世代通信インフラをリードします。 

株式会社日本旅行 

日本旅行が挑む“誰もが行ける宇宙旅行”の実現 

「旅行業」から「未来業」へと進化を遂げる日本旅行は、1905 年の創業以来、旅の可能性を広げ、

人々の夢を形にしてきました。次の目的地は「宇宙」。120 年で培った知見とネットワークを活かし、

宇宙旅行の実現に挑戦、新時代の旅を創造し、未来のライフスタイルを切り拓いていきます。 

日本航空株式会社 

航空機オペレーションで宇宙旅行の未来を切り拓く 

70 年間で培った「安全・安心な空の移動」の実績を基盤に、空港運営・整備・運航管理・統制とい

った航空機オペレーションの知見を宇宙輸送へ展開します。宇宙での定期的な人流・物流を実現

することで、新産業創出や社会課題の解決を支え、持続可能な世界の実現をリードしていきます。 

株式会社アクセルスペース 

独自開発の小型衛星を活用し、地球観測データの提供や衛星開発支援を提供 

世界中のパートナーと幅広い分野に向けた地球観測プラットフォーム「AxelGlobe」を展開。また、小

型衛星の開発・製造から運用まで支援する「AxelLiner」も提供。来年には次世代型地球観測衛星

GRUS-3 の打ち上げや、軌道上実証サービスの第一号プロジェクトも開始予定です。 

株式会社アークエッジ・スペ

ース 

超小型衛星で広がる多様な宇宙ソリューションの可能性 

超小型衛星コンステレーションの企画・設計から量産化、運用まで総合的なソリューション提供を行

う。ブースでは、地球観測、船舶向け衛星通信、光通信、低軌道衛星測位、月面活動にむけた衛星

インフラ構築や深宇宙探査など、当社の多様な取組みと超小型衛星の利用事例をご紹介します。 

株式会社 ispace 

月面資源開発と月面経済の未来に向けた挑戦 

月への高頻度・低コスト輸送を実現するため、月着陸船と月面探査車を開発し、ペイロードやデータ

サービスを提供する等、月面資源開発に挑んでいます。ブースでは、ispace が展開するサービスと、

月面経済の未来に向けた取り組みをご紹介します。 

株式会社 QPS 研究所 

小型 SAR 衛星で実現する準リアルタイム観測 

自社開発の小型 SAR 衛星 「QPS-SAR」コンステレーションを構築、世界のほぼどこでも約 10 分毎

に観測できる「準リアルタイムデータ提供サービス」実現を目指しています。ブースでは、QPS-SAR が

観測した画像や最新の衛星データ活用の事例についてご紹介します。 

EXHIBITION 

 注目の出展社を一部ご紹介 
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産学官の宇宙関連団体によるビジネスカンファレンスを 12 セッション実施。業界問わず様々な領域のトッププレイ

ヤーたちが最新の宇宙動向や展望について議論します。 

 日 時：2025 年 10 月 28 日（火）～10 月 30 日（木） 

会 場：室町三井ホール＆カンファレンス（COREDO 室町テラス 3 階） 

参 加 費：無料（要事前登録） 

申し込み：https://crossu.smktg.jp/public/seminar/view/1123/ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

CONFERENCE STAGE 

昨年のカンファレンスの様子 

■10 月 29 日（水） 

Beyond 宇宙戦略基金を見据えて 

13:00～14:00 

 

宇宙ステーションを使い尽くす 

15:00～16:00 

 

宇宙サイバーセキュリティにおける 

使命とその重要性 

17:00～18:00 

■10 月 30 日（木） 

宇宙産業「即戦力人材育成」の

基盤共創 

10:00～11:00 

準天頂衛星システム「みちびき」の概要 

～７機体制の完成にかかる利活用拡大

に向けて～ 

 

13:00～14:00 

東北大学軌道上サービス構想 

～軌道上サービス技術が拓く

宇宙インフラの将来展望～ 

15:00～16:00 

宇宙からの目は日本を救う 

～技術シーズのビジネス展開と課題～ 

 

17:00～19:00 

 

■10 月 28 日（火） 

共創の地平 ―  

宇宙ビジネスで進む日アフリカの協力 

10:00～11:00 

 

50 years of ESAʼs cooperation  

with Japan 

15:30～16:00 

 

Circular Economics and  

the Space Industry:  

Spin-Ins and Spin-Outs 

13:00～14:00 

 

UK Space Sector 

– Current Collaboration, Future Opportunities, 

 and Funding via UKSA and JAXA 

16:00～17:00 

Japan × Florida: 

Possibilities for Creating a 

Global Space Ecosystem 

11:00～11:30 
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海外宇宙関連団体や大使館などによるカンファレンスやネットワーキングイベントなど 9 ステージを開催。世界の公的

機関や産業界のトップランナーたち来日し、各国の宇宙ビジネスの最先端や日本企業との共創の枠組みについて紹

介します。 

日   程：2025 年 10 月 28 日(火)～10 月 30 日（木） 

会 場：室町三井ホール&カンファレンス（COREDO 室町テラス 3 階） 

参 加 費：無料・事前登録 

申し込み：https://crossu.smktg.jp/public/seminar/view/1123/  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

大手企業からスタートアップまで、国内外 40 を超える注目企業・団体の最新の 

取り組みや今後の展開を担当者が直接ご紹介するピッチステージ。 

 

日 時：2025 年 10 月 28 日（火）～10 月 30 日（木） 

会 場：室町三井ホール＆カンファレンス（COREDO 室町テラス 3 階） 

参 加 費：無料（要事前登録） 

申 し 込 み：https://crossu.smktg.jp/public/seminar/view/1123/ 

参加企業：https://www.crossu.org/spaceweek/pitch-stage/ 

GLOBAL STAGE 

■10 月 29 日（水） 

Japan-Singapore Co-Creation 

Workshop 

18:00～21:00 

 

Internationalization of Japanese 

Space Market, the view of the 

foreign CXOs 

14:00～15:00 

■10 月 30 日（木） 

Lifting Off Together : 

France-Japan Synergies for 

Cooperation in the Evolving 

Space Industry. 

10:00～12:00 

ITALYʼS SPACEWAYS: DRIVING SCIENCE, TECHNOLOGY AND 

GROWTH IN THE GLOBAL SPACE ECONOMY Strengthening Italy 

16:00～19:00 

オーストラリアと宇宙へ： 

豪州宇宙企業 

ピッチ＆ネットワーキング 

13:00～15:00 

■10 月 28 日（火） 

Investing in the USA:  

Tapping into Coloradoʼs Thriving 

Aerospace Ecosystem 

10:00～12:00 

 

Meet the UK Space Sector 

17:00～18:00 

 

） 

How imecʼs semiconductor  

innovations are powering  

the new Space Era 

14:30～16:30 

PITCH STAGE 

Stage of Innovation agency 

Lithuania 

13:00～13:30 
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＜宇宙太陽光発電（SSPS）- 2025 年 JSS 活動報告 -＞ 

 
 

 

 

 

 

 

＜RISE GATE NIHONBASHI 施設見学会＞ 
 

 

 

 

 

 

 

＜CONSEO もくもくスクール 2025＞ 

 

 

 

 

 

 

＜サテライト・セッションズ hosted by PASCO～共創で広がる宇宙利用～＞ 

  

 

 

 

 

 

 

 

＜OITA SPACE FRONTIER PITCH＞ 

 

 

 

 

 

 

 

＜FUKUOKA SPACE TECH NIGHT 2025＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

OTHER EVENTS 

日   程：2025 年 10 月 28 日(火) 

会 場：X-NIHONBASHI TOWER 

参 加 費：無料・事前登録不要 

主 催：一般財団法人宇宙システム開発利用推進機構 

日   程：2025 年 10 月 28 日(火) 

会 場：RISE GATE NIHONBASHI  

参 加 費：無料・事前登録 

主 催：一般社団法人 RISE-A 

日   程：2025 年 10 月 29 日(水)～10 月 30 日（木） 

会 場：X-NIHONBASHI TOWER  

参 加 費：無料・事前登録 

主 催：CONSEO（衛星地球観測コンソーシアム） 

日   程：2025 年 10 月 29 日(水) 

会 場：X-NIHONBASHI TOWER  

参 加 費：無料・事前登録 

主 催：株式会社パスコ衛星事業部 

日   程：2025 年 10 月 29 日(水) 

会 場：X-NIHONBASHI BASE  

参 加 費：無料・事前登録 

主 催：大分県 

日   程：2025 年 10 月 30 日(木) 

会 場：X-NIHONBASHI TOWER  

参 加 費：無料・事前登録  

※ネットワーキングは参加費 1,000 円 

主 催：福岡県（福岡県宇宙ビジネス研究会） 
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＜宇宙の未来 2025＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜JAXA Dialog 2025＞ 

 

 

 

 

 

 

 

＜「次世代型宇宙港（NSP：New Space Port）」のあり方を検討するワーキンググループ報告会＞ 

 

 

 

 

 

 

＜Beyond Terrestrial 2025— 宇宙×通信がつくる新しい公共＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 程：2025 年 10 月 28 日（火）～10 月 31 日（金） 
会 場：日本橋三井ホール 

室町三井ホール＆カンファレンス 

X-NIHIONBASHI TOWER 

X-NIHIONBASHI BASE ほか 

（最寄り：東京メトロ銀座線・半蔵門線 三越前駅） 

主 催：一般社団法人クロスユ－ 

共 催：三井不動産株式会社 
後 援：内閣府 宇宙開発戦略推進事務局、総務省、 

文部科学省、経済産業省、 

国立研究開発法人宇宙航空研究開発機構（JAXA） 

公 式 サ イ ト：https://www.crossu.org/spaceweek/ 

 
 
 
 
 

＜会場位置図＞ 日本橋エリア各所で開催 

 

NIHONBASHI SPACE WEEK 2025 開催概要 

日   程：2025 年 10 月 31 日(金) 

会 場：日本橋三井ホール  

参 加 費：無料・事前登録 

主 催：日本経済新聞社 

日   程：2025 年 10 月 31 日(金) 

会 場：室町三井ホール＆カンファレンス  

参 加 費：無料・事前登録 

主 催：国立研究開発法人宇宙航空研究開発機構 

日   程：2025 年 10 月 31 日(金) 

会 場：X-NIHONBASHI TOWER  

参 加 費：無料・事前登録 

主 催：将来宇宙輸送システム株式会社 

日   程：2025 年 10 月 31 日(金) 

会 場：X-NIHONBASHI BASE  

参 加 費：無料・事前登録 

主 催：株式会社セック 
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■三井不動産の宇宙関連の産業創造の取り組みについて 

三井不動産は 1990 年代後半より、官民地域が一体となった「日本橋再生計画」を推進しており、その重点戦略として

街づくりを通じ、産業の発展を支援する「産業創造」を掲げています。2019 年からは「宇宙産業創造」に取り組み、2023

年には三井不動産と宇宙関連の有志が中心となったクロスユーを設立し、活動を推進しています。 

 

■一般社団法人クロスユ－とは 

https://www.crossu.org/ 

三井不動産と宇宙関連の有志が中心となり2023年に設立した、宇宙関連産業領

域の活性化を目的とした宇宙ビジネス共創プラットフォーム。三井不動産がこれまで

培ってきた「場」の提供と「機会」の創出によるビジネスマッチングのノウハウに加えて、

産官学によるサポート体制を提供することで、多様な業界のプレイヤーの組織を超え

た「繋がり、結びつき、発展」を促し、日本橋から世界の宇宙産業を活性化させるとと

もに、地球上の課題解決に応用していくことで持続可能な社会の実現を目指します。 

 

■三井不動産グループのサステナビリティについて 

三井不動産グループは、「共生・共存・共創により新たな価値を創出する、そのための挑戦を続ける」という「＆マ

ーク」の理念に基づき、「社会的価値の創出」と「経済的価値の創出」を車の両輪ととらえ、社会的価値を創出するこ

とが経済的価値の創出につながり、その経済的価値によって更に大きな社会的価値の創出を実現したいと考えてい

ます。  

2024 年 4 月の新グループ経営理念策定時、「ＧＲＯＵＰ MATERIALITY（重点的に取り組む課題）」として、「１．産

業競争力への貢献」、「２．環境との共生」、「３．健やか・活力」、「４．安全・安心」、「５．ダイバーシティ＆インクルー

ジョン」、「６．コンプライアンス・ガバナンス」の６つを特定しました。これらのマテリアリティに本業を通じて取組み、サス

テナビリティに貢献していきます。 

【参考】  

・「グループ長期経営方針」 https://www.mitsuifudosan.co.jp/corporate/innovation2030/  

・「グループマテリアリティ」 https://www.mitsuifudosan.co.jp/esg_csr/approach/materiality/  

 

 

 

 
 


